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お好み焼き

広島のかき生産量は全国１位。殻は小さいものの身が
大きく、プリッとした濃厚な味わいが特長だ。天然干潟を
利用した殻付きかき「安芸の一粒」が特に有名。

牡
蠣

「あなごめし」はお好み焼きと共に広島を代表する名物。
穴子の頭や骨、昆布などでとった出汁と醬油で炊いたご
飯の上に、穴子の蒲焼きをのせる郷土料理だ。

あ
な
ご
め
し

瀬戸内は温暖な気候でレモンの栽培に最適。そのため
広島レモンは糖度が高く、さわやかな香りとまろやかな酸
味が楽しめる。防腐剤なども使っていないのも特長だ。

レ
モ
ン

広島県内には多くのお好み焼き屋が存在する。クレープ
状の生地に大量のキャベツを載せて焼き、焼きそばやう
どんの上に乗せて頂くのが特徴だ。

お
好
み
焼
き

観光マップ

写真提供：一般社団法人広島県観光連盟、広島県、広島市、庄原観光ナビ

広島県
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広
島
県
に
は
原
爆
ド
ー
ム
や
厳
島
神
社
と
い
っ
た

２
カ
所
の
世
界
遺
産
が
存
在
す
る
。瀬
戸
内
海
に
は

数
々
の
島
が
あ
り
、尾
道
市
な
ど
の
観
光
名
所
も
多

い
。来
年
２
月
に
完
成
す
る
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
も
含
め
、広
島
県
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
。

万全の体制で電力供給

広
島
市
で
建
設
中
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
」が
２
０
２

４
年
２
月
に
開
業
す
る
。日
本
初
の「
都
心
交
流

型
ス
タ
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
」を
掲
げ
、サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
と
公
園
が
合
わ
さ
り
様
々
な
施
設
も

オ
ー
プ
ン
す
る
新
た
な
賑
わ
い
の
拠
点
と
な
る
。

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
本
拠
地
と
な
り
収
容

人
数
は
約
２
万
８
５
０
０
人
。そ
の
隣
に
は
商
業

施
設「
Ｈ
ｉ
ｒｏ
Ｐ
ａ（
ヒ
ロ
パ
）」と
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
整
備
し
、複
数
の
店
舗
が
出
店
す
る
予

定
だ
。

ＪＲ尾道駅の北側に標高約１４４メートルの千光
寺山があり、８０６年に開山した千光寺は尾道市の
シンボル的な存在だ。その山頂から中腹にかけて千
光寺公園が広がり、春には桜やツツジ、初夏には藤
を眺められる。園内には尾道市立美術館などがあ
り、山頂の展望台に登れば尾道市内を一望できる。
山頂まで歩けるほか、ロープウエーで登ることも
可能。晴れた日には瀬戸内海の島 を々見渡せ、四
国の山 も々遠望できる。夜景スポットとしても人気
が高い。

性
上
、確
定
し
た
情
報
は
少
な
い
。そ
の
状

況
下
で
も
全
社
を
挙
げ
て
サ
ミ
ッ
ト
関
連

施
設
へ
の
電
力
供
給
を
支
え
る
体
制
を
整

備
し
た
。

供
給
ル
ー
ト
の
検
討
や
停
電
事
故
の
未

然
防
止
に
向
け
た
巡
視
と
点
検
、高
圧
発

電
機
車
を
用
い
た
仮
送
電
の
検
討
な
ど
を

実
施
。事
故
や
異
常
時
の
対
応
訓
練
に
も

取
り
組
み
、万
全
の
態
勢
を
整
え
た
上
で
当

日
に
備
え
た
。

特
に
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
直
前
と
な
る
５

月
８
日
か
ら
終
了
翌
日
の
２２
日
ま
で
の
１５

日
間
は
特
別
保
安
体
制
を
発
令
。本
社
に

総
本
部
、広
島
Ｎ
Ｗ
Ｃ
に
は
広
島
統
括

N
W
C
本
部
を
設
置
し
、１７
〜
２２
日
の
５

日
間
は
２４
時
間
体

制
で
対
応
に
当

た
っ
た
。

特
別
保
安
体

制
の
下
で
本
社

と
同
Ｎ
Ｗ
Ｃ
を

中
心
に
述
べ
約
２

３
６
０
人（
協
力

会
社
含
む
）が

「
絶
対
に
停
電
さ

せ
な
い
」と
の
強

い
使
命
感
を
持

G
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
向

け
て
、中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
２

０
２
２
年
８
月
に
対
策
準
備
組
織
を

設
置
。首
脳
が
会
談
す
る
グ
ラ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
な
ど
、サ
ミ
ッ

ト
関
連
施
設
に
対
す
る
電
力
供
給
の

信
頼
度
を
向
上
さ
せ
る
対
策
に
乗
り

出
し
た
。

本
社
と
Ｎ
Ｗ
Ｃ
が一
体
と
な
り
、配

電
や
送
電
、変
電
、系

統
運
用
、制
御
通
信
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
、事
業
所
建

物
の
警
備
な
ど
多
方

面
に
わ
た
っ
て
対
策

を
検
討
。訓
練
を
重

ね
て
入
念
に
準
備
を

進
め
た
。

Ｇ
７
首
脳
が
集
う

国
際
会
議
と
い
う
特

先進７カ国首脳と国際機関首脳らが集う「Ｇ７広島サ

ミット」が２０２３年５月１９日～２１日の３日間にわたり、広

島市で開催された。軍縮や核不拡散、クリーンエネル

ギー経済への移行などを盛り込んだ共同声明を採択し

た。ウクライナのゼレンスキー大統領も来訪するなど世

界各国から注目を集めた重要な国際会議を、中国電力

ネットワークの広島ネットワークセンター（ＮＷＣ）をは

じめとする県内各NWCが陰ながら支えた。

ち
、サ
ミ
ッ
ト
関
連
施
設
へ
電
力
供
給
を
途

絶
え
さ
せ
な
い
よ
う
従
事
。広
島
市
内
や
Ｇ

７
首
脳
が
会
食
し
た
宮
島
な
ど
サ
ミ
ッ
ト
に

関
連
す
る
エ
リ
ア
に
お
い
て
電
力
供
給
す
る

た
め
の
設
備
を
し
っ
か
り
と
巡
視・監
視
し
、

万
が一停
電
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
も
迅

速
に
復
旧
で
き
る
よ
う
各
所
に
作
業
員
が

待
機
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
無

事
に
終
了
。広
島
Ｎ
Ｗ
Ｃ
の
菰
下
孝
所
長
は

「
電
気
事
業
者
と
し
て
の
責
務
を
果
た
せ
た

こ
と
は
、私
た
ち
の
誇
り
で
あ
る
。こ
の
経
験

を
糧
と
し
て
、自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、こ
れ

か
ら
も『
明
る
く
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』し

て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

Ｇ７広島サミット

▲ サミット期間中は厳重な警戒態勢が敷かれた

▲ 世界から報道陣が集まった国際メディアセンター

▲ 主会場となったグランドプリンスホテル広島▲ 最終日に記者会見した岸田首相

広島県南部の東広島市には
「日本三大酒どころ」と称される西
条の酒蔵通りがある。高所に位置
し、醸造に適した気候風土と地下
水に恵まれているため昭和初期に
「酒都西条」と呼ばれたほど。
現在もＪＲ西条駅の徒歩圏内に
賀茂泉酒造、賀茂鶴酒造、亀齢
酒造、西條鶴醸造、山陽鶴酒造、

白牡丹酒造、福美人酒造という７社の蔵元が並ぶ。毎年１０月には「西条酒まつり」が開
かれ、酒蔵や商店などで日本酒を堪能することができる。

広島県安芸郡熊野町で製
造される「熊野筆」は書道や水
墨画、化粧など様々な用途に
用いられ、経済産業大臣の指
定も受けた伝統的工芸品だ。
生産地や原料など一定の基準
を満たし、熊野筆事業協同組
合の認証を受けた筆だけが「熊
野筆」のブランドを名乗れる。

ヤギや馬、鹿、タヌキ、イタチなどの獣毛を原料に用いるほか、穂先の毛を切りそろえ
ず自然な状態を生かすのが特徴。毛先が繊細で適度な丈夫さも持ち合わせている。

７社の蔵元
西条の酒に酔いしれる

しなやかで丈夫
伝統工芸熊野筆

瀬戸内の大パノラマ
千光寺公園

サッカースタジアム始動
都心の

広
島
県
北
部
の
庄
原
市
に
あ
る「
国
営
備
北
丘
陵
公
園
」

は
、四
季
折
々
の
花
々
が
楽
し
め
る
風
光
明
媚
な
場
所
だ
。

そ
し
て
冬
の
訪
れ
と
同
時
に
色
め
き
輝
く
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

も
有
名
。園
内
の
樹
木
な
ど
に
７０
万
球
の
装
飾
を
施
す
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
か
ら
だ
。

至
る
所
が
色
と
り
ど
り
の
光
に
包

ま
れ
た
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

エ
リ
ア
ご
と
で
様
々
な
演
出
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の「
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
備
北
イ
ル
ミ
」は
１
９
９
５

年
の
開
園
時
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
、２
０
２
３
〜
24
年
シ
ー
ズ
ン

で
２９
回
目
。今
回
は「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。宇
宙
と
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
親
和
性
に
着
目

し
、日
常
を
忘
れ
て
宇
宙
と
い
う
無

限
の
世
界
に
没
頭
し
て
も
ら
い
た
い

考
え
だ
。

開
催
期
間
は
１１
月
３
日
か
ら
翌
年

１
月
８
日
ま
で
。エ
リ
ア
ご
と
の
テ
ー

マ
は
、中
の
広
場
が

「
宇
宙
空
間
」で
、ひ
ば
の
里
が「
悠
久
の
き

ら
め
き
」
。花
の
広
場
は「
N
A
K
E
D

F
l
o
w
e
r
U
n
i
v
e
r
s
e
」と

な
っ
て
い
る
。１２
月
２３
日
ま
で

の
土
曜
日
に
は
花
火
を
打
ち

上
げ
る
演
出
も
行
っ
て
い
る
。

備北丘陵公園で
イルミネーション

観光も、
名産も

魅
力
た
っ
ぷ
り

を
巡
る

広
島

魅
力
魅
力

備北イルミのＨＰ

▲ Ｇ７首脳が初めて平和記念公園で献花した

▲ 主要国首脳と国際機関トップが参加したＧ７広島サミット
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備
を
優
先
的
に
更
新
す
る
な
ど
合
理
的
な

設
備
投
資
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、近
年
激

甚
化
す
る
災
害
へ
の
対
策
も
重
要
。１８
年

の
豪
雨
に
よ
り
変
電
所
が
浸
水
し
た
こ
と

を
受
け
、重
要
機
器
を
か
さ
上
げ
し
て
出

入
り
口
に
水
密
扉
を
設
置
す
る
な
ど
新
た

な
対
策
を
行
っ
た
。災
害
時
の
倒
木
に
よ

る
設
備
被
害
や
孤
立
す
る
地
域
を
最
小

限
に
す
る
た
め
、倒
木
の
お
そ
れ
が
あ
る
箇

所
の
事
前
の
伐
採
に
つ
い
て
自
治
体
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。社
外
関
係
機
関
と
も

協
力
し
な
が
ら
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
注

力
す
る
」

―
太
陽
光
発
電
の
急
増
に
よ
り
、送
配

電
系
統
の
運
用
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

「
広
島
県
内
は
瀬
戸
内
な
ど
太
陽
光
発

電
の
適
地
が
多
く
存
在
し
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
系
統
連
系
が
急
増
し
て
い
る
。既

存
の
送
変
電
設
備
を
最
大
限
に
活
用
す
る

と
同
時
に
今
後
の
太
陽
光
発
電
の
導
入
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
見
据
え
た
最
適
な
設
備
形

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

―
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
立
場
と

し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

「
各
統
括
エ
リ
ア
の
う
ち
、広
島
Ｎ
Ｗ
Ｃ
は

設
備
面
、需
要
面
と
も
に
最
大
の
規
模
を
担

う
。そ
の
自
負
と
強
い
責
任
感
の
も
と
、配

電
分
野
と
送
変
電
分
野
が一体
と
な
っ
た
業

務
運
営
に
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。『
一

つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
深
化・進
化
』を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
て
お
り
、お
互
い
の
人
間
性
を

尊
重
し
て
安
全
と
健
康
を
気
遣
い
合
う
職

場
風
土
を
目
指
し
て
い
る
。引
き
続
き
中

立・公
平・透
明
な
事
業
運
営
に
努
め
、地
域

の
皆
さ
ま
に
低
廉
で
品
質
の
良
い
電
力
を
安

定
し
て
お
届
け
す
る
と
い
う
当
社
の
使
命
を

果
た
し
て
い
く
所
存
だ
」

災
害
時
に
発
生
し
た
停

電
を
早
期
に
復
旧
す
る
た

め
、広
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
は
様
々
な
関
係
機

関
と
の
訓
練
を
重
ね
て
い

る
。２
０
２
３
年
１０
月
７

日
に
は
離
島
の
停
電
復
旧

を
想
定
し
、海
上
自
衛
隊

が
保
有
す
る
ホ
バ
ー
ク
ラ

フ
ト
型
エ
ア・ク
ッ
シ
ョ
ン

艇
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ（
エ
ル
キ
ャ
ッ

ク
）に
高
圧
発
電
機
車
を

積
載
し
、海
上
輸
送
す
る

訓
練
を
実
施
し
た
。

海
自
の
呉
基
地
で
輸
送

艦
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

L
C
A
C
に
高
圧
発
電

機
車
を
積
載
。訓
練
の
目
的
地
で
あ
る
江

田
島
へ
向
か
う
た
め
輸
送
艦
か
ら

L
C
A
C
を
発
進・着
水
さ
せ
、そ
の
ま
ま

訓
練
会
場
へ
上
陸
し
て
高
圧
発
電
機
車
を

降
ろ
す
と
い
っ
た
内
容
だ
。災
害
時
に
陸

路
も
港
も
使
用
で
き
な
い
場
合
で
も
、海

岸
線
に
揚
陸
す
る
こ
と
で
高
圧
発
電
機
車

を
離
島
へ
輸
送
す
る
実
現
性
を
高
め
た
。

こ
う
し
た
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

災
害
時
の
迅
速
な
復
旧
作
業
に
つ
な
げ
ら

れ
る
。高
圧
発
電
機
車
を
運
転
し
た
配
電

広
域
復
旧
課
の
但
馬
英
之
副
長
は「
瀬
戸

内
海
の
島
々
で
停
電
が
起
き
て
も
海
自
の

協
力
を
頂
き
、す
ぐ
に
現
場
へ
迎
え
る
よ

う
訓
練
を
通
じ
て
万
全
な
準
備
を
整
え

た
い
」と
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
る
。

―
広
島
県
内
の
Ｎ
Ｗ
Ｃ
は
瀬
戸
内
か
ら

山
間
部
ま
で
幅
広
く
管
轄
し
て
い
る
。

「
広
島
県
を
中
心
に
約
２
０
４
万
口
に
電

気
を
お
届
け
し
て
い
る
。こ
れ
は
当
社
全
体

の
約
４
割
に
相
当
す
る
規
模
。都
市
部
に
加

え
、宮
島
な
ど
の
島
し
ょ
部
や
山
間
部
も
あ

り
、８
カ
所
の
事
業
所
で
対
応
し
て
い
る
。

１
２
０
万
人
都
市
の
広
島
市
は
Ｇ
７
広
島

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
で
世
界
か
ら
注
目
を
集
め

た
。瀬
戸
内
エ
リ
ア
は
２
０
１
９
年
に
ニュ
ー

ヨ
ー
ク・タ
イ
ム
ズ
が
選
ぶ〝
行
く
べ
き
観
光

地
〞に
日
本
で
唯
一
、選
ば
れ
て
い
る
。自
然

豊
か
な
中
国
山
地
も
あ
り
、魅
力
あ
ふ
れ
る

地
域
と
い
え
る
」

―
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
は
24
時
間
態
勢
で

電
力
の
安
定
供
給
に
努
め
た
。

「
２
０
２
２
年
８
月
に
対
策
準
備
組
織
を

設
置
し
、電
力
供
給
を
万
全
に
す
る
た
め
多

方
面
か
ら
検
討
と
訓
練
を
積
み
重
ね
た
。責

任
を
持
っ
て
取
り
組
み
、サ
ミ
ッ
ト
関
連
施

設
に
対
す
る
電
力
の
安
定
供
給
を
完
遂
で

き
た
。ま
た
、取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、県
警

か
ら
は
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
」

―
広
島
県
内
で
電
力
を
安
定
的
に
届

け
る
た
め
、ど
こ
に
重
点
を
置
く
か
。

「
ま
ず
は
計
画
的
に
高
経
年
設
備
を
改

修
す
る
こ
と
だ
。事
故
が
起
き
た
際
の
影

響
度
合
い
を
勘
案
し
、リ
ス
ク
の
高
い
設

中国電力ネットワーク
広島ネットワークセンター　
所長

菰下 孝 さん 深
化
と
進
化

中国電力ネットワークは送配変電設備を維

持・運用し、中国地域５県を中心に安定した

電力を供給している。各所に全29のネット

ワークセンター（NWC）を配置し、４つのエリ

アに統括的なＮＷＣを設置。統括エリアで最

大の契約数を抱える広島ＮＷＣは、２０２３年

５月に開かれたＧ７（先進７カ国）広島サミット

の円滑な進行も支えた。菰下孝所長に安定

供給を守るための意気込みを聞いた。

電
気
を
届
け
続
け
る
使
命

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推

進
計
画
の
ひ
と
つ
と
し
て
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡

大
に
向
け
た
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
掲
げ
て
い
る
。瀬

戸
内
は
塩
田
が
多
く
、そ
の
跡

地
に
太
陽
光
発
電
所
が
続
々
と

建
設
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た

再
エ
ネ
を
よ
り
多
く
送
電
系
統

に
流
す
た
め
、瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
生
口
島
で
広
島
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
が
瀬
戸
田
変

電
所
を
増
強
中
だ
。

送
電
を
止
め
ら
れ
な
い
た

め
、既
存
の
送
電
線
や
変
電
機

器
を
運
転
し
な
が
ら
新
た
な
機

器
類
を
設
置
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。「
土
地
が
狭
く
近
隣
に

民
家
も
あ
る
難
し
い
工
事
で
、

担
当
者
は
と
て
も
苦
慮
し
て
い

た
」と
変
電
第
一
課
の
渕
上
浩

輔
主
任
は
打
ち
明
け
る
。

太
陽
光
発
電
は
昼
間
に
発

電
す
る
た
め
、日
没
後
に
開
始

す
る
作
業
も
複
数
あ
っ
た
。ま

た
、重
機
に
よ
る
作
業
時
の
振

動
と
騒
音
を
低
減
す
る
た
め
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
作
成
な
ど

の
土
木
工
事
で
は
防
音
シ
ー
ト

を
設
置
。さ
ら
に
、増
強
に
伴
い

撤
去
し
た
機
器
の
基
礎
を
解

体
す
る
際
に
、薬
剤
を
注
入
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
膨
張
さ
せ
て

取
り
壊
す
工
法
を
取
り
入
れ

た
。こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
っ
て
工

事
で
発
生
す
る
騒
音
を
低
減

し
た
。

２
０
２
１
年
１１
月
に
始
ま
っ

た
工
事
は
送
電
線
の
新
設
ま
で

含
め
て
２５
年
度
に
完
了
す
る
。

「
安
全
第一を
重
視
し
な
が
ら
近

隣
の
皆
さ
ま
へ
の
配
慮
に
徹
し
、

無
事
に
工
事
を
終
え
た
い
」と

渕
上
主
任
は
話
す
。今
後
も
周

辺
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

留
め
つ
つ
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
。

伴
い
瀬
戸
内
海
の
情
島
で
停
電
が
発
生

し
、離
島
へ
の
移
動
が
不
可
能
に
な
っ
た
場

合
を
想
定
し
て
実
施
し
た
。

離
島
の
復
旧
作
業
に
は
船
が
必
須
。そ

の
た
め
訓
練
で
は
、民
間
の
船
を
チ
ャ
ー

タ
ー
で
き
な
い
こ
と
を
想
定
し
、呉
Ｎ
Ｗ
Ｃ

が
停
電
復
旧
と
島
全
体
の
被
害
状
況
を

確
認
す
る
た
め
呉
海
上
保
安
部
に
連
絡
。

巡
視
艇
で
人
員
と
資
機
材
の
輸
送
を
要

請
し
た
と
こ
ろ
か
ら
訓
練
が
始
ま
っ
た
。

必
要
な
資
機
材
を

巡
視
艇
に
積
み
込
み
、

復
旧
作
業
員
が
乗
船

し
て
情
島
へ
出
航
。巡

視
艇
で
島
を一周
し
、船

太陽光を受け入れる

▲ 変圧器の運搬据え付け作業

呉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
呉
海
上

保
安
部
は
２
０
２
１
年
か
ら
毎
年
、合
同

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
る
。２３
年
１１
月
１５

日
に
は
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
災
害
発
生
に

配電広域復旧課 副長

但馬 英之さん

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
大
久
野
島（
広
島

県
竹
原
市
）に
は
日
本
で
最
も
高
い
鉄
塔

が
そ
び
え
立
つ
。同
島
と
本
州
を
結
ぶ
送

電
線
を
支
え
る
地
上
高
２
２
６
メ
ー
ト
ル

の「
大
三
島
支
線
１１
号
鉄
塔
」が
、そ
れ

だ
。海
峡
部
を
横
断
す
る
た
め
、船
舶
の

往
来
を
妨
げ
な
い
よ
う
高
さ
を
確
保
し
て

激甚化する自然災害へ対応するため、中国電力ネットワーク

は様々な施策を行っている。日々の点検をはじめとして、災害

を想定した社内外での訓練や停電発生時の迅速な復旧作業な

ど、その取り組みは多岐にわたる。強い使命感のもと、日々進

化する広島県内各NWCの取り組みを紹介する。

い
る
。

東
広
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
は
2
0
2
0
年

か
ら
、こ
の
送
電
線
の
点

検
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
。21

年
の
点
検
で
は
事
前
に
ド
ロ
ー
ン
の
航
路

を
設
定
し
、自
動
飛
行
さ
せ
た
。風
の
影

響
や
送
電
線
と
の
離
隔
な
ど
を
十
分
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
が
、従
来
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

用
い
た
点
検
に
比
べ
て
格
段
に
機
動
力
が

上
が
っ
た
。

本
州
か
ら
瀬
戸
内
海
の
島
々
に
電
気
を

送電課 担当副長

望月 将裕さん

送
り
届
け
る
こ
の
鉄
塔
は
、技

術
継
承
の
面
で
も
重
要
な
役
割

を
果
た
す
。同
N
W
C
の
新
入

社
員
は
毎
年
、こ
の
鉄
塔
で
昇

塔
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ス

テ
ッ
プ
ボ
ル
ト
、ら
せ
ん
階
段
、ハ
シ
ゴ
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
高
さ
に
慣
れ

る
だ
け
で
な
く
、様
々
な
昇
り
方
を
経
験

す
る
こ
と
も
目
的
」だ
と
送
電
課
の
望
月

将
裕
担
当
副
長
は
語
る
。足
が
す
く
み
そ

う
な
高
所
だ
が
、こ
う
し
た
訓
練
や
日
々

の
点
検
で
島
々
へ
の
安
定
供
給
を
支
え
て

い
る
。

上
か
ら
見
え
る
範
囲
で
電
気
設
備
の
被
害

状
況
を
確
認
し
た
。呉
Ｎ
Ｗ
Ｃ
配
電
課
の

下
田
和
幸
担
当

副
長
は
、「
い
つ
災

害
が
発
生
し
て
も

迅
速
に
連
携
が
と

れ
る
よ
う
、日
頃

か
ら
関
係
性
を

し
っ
か
り
と
構
築

し
た
い
」と
備
え

の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

変電第一課 主任

渕上 浩輔さん

▲ 送配電の新入社員が一体となっての訓練。
初めての昇塔で笑顔からは達成感が伝わる

変電所の増強、工事に工夫

発電機車、海自艇で離島へ

日
本
一
の
鉄
塔
、磨
く
技
術

東
広
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

広島ネットワークセンター

海
保
と
訓
練
、絆
を
深
め
て

呉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

▲ 災害発生時には海上自衛隊の協力を得て、高圧発電機車を瀬戸内海の島々に輸送する

配電課 副長

田中 勝樹さん
配電課 担当副長

下田 和幸さん

安
定
し
た

電
気
を
届
け
る

▲

海保との訓練を通じて
災害時に備える

広島ネットワークセンター
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広
島
県
福
山
市
の
名
所・福
山
城
周
辺
と

観
光
地・鞆
の
浦
地
域
の
電
線
地
中
化
に
、福

山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い

る
。毎
年
、中
国
地
方
整
備
局
が
主
体
の
電

線
類
地
中
化
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、候
補
地

が
挙
げ
ら
れ
る
。そ
れ
に
伴
い
、広
島
県
や
福

山
市
か
ら
景
観
を
良
く
し
た
い
と
の
要
請
を

受
け
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

中
で
も
鞆
の

浦
地
域
の
工

事
は
難
し
い
。

条
例
で
景
観

を
変
え
ら
れ
な

い
た
め
道
路
は

狭
く
、自
動
車

が
す
れ
違
え
な

２
０
２
３
年
７
月
、広
島
県
内
で
初
め
て

特
別
天
然
記
念
物
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
巣
立
っ

た
。中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
電
柱
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
営
巣
が
発
見
さ
れ
た
の
は
同
年
2

月
末
。尾
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
行
政

な
ど
と
相
談
し
、コ
ウ
ノ
ト
リ
が
感
電
し
な
い

よ
う
そ
の
日
の
う
ち
に
保
護
す
る
た
め
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
に
し
た
。

当
初
は
電
線
の
バ
イ
パ
ス
回
路
を
形
成
す

る
こ
と
で
当
該
電
柱
の
み
を
停
電
さ
せ
る
対

策
を
講
じ
た
。そ
れ
が
風
に
揺
ら
れ
て
脅
威
に

感
じ
た
の
か
、そ
の
後
巣
に
戻
ら
な
く
な
っ
た

た
め
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
専
門
機
関
の
助
言
を
受

け
、バ
イ
パ
ス
回
路
を
撤
去
。電
線
に
絶
縁

チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
付
け
る
対
策
へ
変
更
し
た
。

す
る
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
戻
り
営
巣
し
て
い
る

様
子
が
確
認
さ
れ
、４
月
に
は
抱
卵
、５
月
に

孵
化
す
る
な
ど
順
調
に
ヒ
ナ
は
育
っ
た
。

巣
立
つ
前
に
は
、ヒ
ナ
の
個
体
識

別
を
行
う
た
め
専
門
機
関
が
足
環

を
取
り
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。尾

道
Ｎ
Ｗ
Ｃ
は
電
柱
上
で
ヒ
ナ
の
捕

獲
作
業
を
安
全
に
行
う
た
め
、高

所
作
業
車
２
台
と
社
員
２
人
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
で
作
業
協
力
し
た
。ま

た
電
柱
周
辺
の
住
民
か
ら
は
、作

業
に
伴
う
停
電
に
協
力
を
得
た
。

対
応
に
あ
た
っ
た
配
電
保
修
課

の
茂
地
哲
也
副
長
は「
当
社
の
事
業
運
営
に
は
お
客
さ

ま
の
ご
理
解
や
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
。コ
ウ
ノ
ト
リ

の
営
巣
を
喜
ば
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
り
、一
連
の

対
応
を
通
じ
て
微
力

な
が
ら
地
域
に
貢
献

で
き
光
栄
に
思
う
」

と
振
り
返
っ
て
い
る
。

配電保修課 副長

茂地 哲也さん

い
ほ
ど
の
場
所
も
あ
る
か
ら
だ
。そ
の
た
め
地
中
化
な

ど
の
掘
削
工
事
を
行
う
場
合
は
通
行
止
め
に
す
る
し

か
な
い
。そ
の
時
間
を
短
縮
す
る
た
め「
掘
削
し
た
ら

管
路
を
設
置
し
、そ
の
日
の
う
ち
に
埋
め
戻
す
作
業
を

繰
り
返
し
た
」と
配
電
運
営
課
の
新
見
啓
介
担
当
副

長
は
説
明
す
る
。

難
し
い
工
事
に
携
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、地
中
化
す
る

こ
と
で「
景
色
の
見
え
方
も
変
わ
り
、道
路
も
少
し
広

が
る
」と
話
す
。景
色
が
良
く
な
り
観
光
地
の
魅
力
が

上
が
れ
ば
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
た
め
、「
安
全
を
最
優

先
に
考
慮
し
な
が
ら
地
中
化
工
事
を
計
画
通
り
に
進

め
た
い
」と
抱
負
を

述
べ
て
い
る
。

福山の美景、地中化で貢献

広
島
県
屈
指
の
観
光
地

で
あ
る
宮
島
は
全
島
に
国

指
定
文
化
財
の
木
造
建
築

物
が
建
ち
並
ぶ
。そ
の
た

め
配
電
設
備
の
保
守
に
は

細
心
の
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
る
。電
線
が
経
年
劣

化
す
る
と
潮
風
な
ど
の
塩

害
に
よ
り
、絶
縁
不
良
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、

安
定
供
給
に
影
響
を
与
え

る
ほ
か
、電
気
火
災
の
原

因
に
な
り
得
る
か
ら
だ
。

こ
れ
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、廿
日
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
２
０
２

２
年
度
ま
で
に
電
柱
か
ら

建
物
に
引
込
む「
低
圧
引

込
線
」の
張
替
工
事
を
実

施
。従
来
よ
り
も
耐
久
性

の
高
い
構
造
の
電
線
を
採

用
し
た
。工
事
に
取
り
組

む
た
め
に
は
文
化
財
保
護

法
を
は
じ
め
、多
く
の
法

令
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。深
夜
時
間
帯
に

工
事
を
行
う
た
め
、工
事

会
社
と
の
調
整
に
も
時
間

を
費
や
し
た
。付
近
の
停

電
を
伴
う
も
の
の
、安
定

供
給
の
確
保
や
電
気
火
災

を
予
防
す
る
た
め
だ
と
説

明
す
る
と「
地
域
の
皆
さ

ま
に
快
く
引
き
受
け
て
頂

い
た
」と
配
電
課
の
曽
禰

和
彦
さ
ん
は
感
謝
の
意
を

示
す
。

引
込
線
張
替
工
事

が
完
了
し
た
翌
年
で

あ
る
２３
年
５
月
に
は
Ｇ

７（
先
進
７
カ
国
）広

島
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

た
各
国
首
脳
が
宮
島

で
会
食
す
る
場
面
が

あ
っ
た
。万
が一の
停
電

を
防
止
す
る
た
め
、廿

日
市
N
W
C
は
自
主

的
に
対
策
を
進
め
た
。

配
電
課
の
竹
田
雄
介

副
長
は「一人一人
が
責

任
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
だ
。こ
れ
か
ら
も
協

力
会
社
と
と
も
に
チ
ー

ム一
丸
と
な
り
、地
域

活
性
化
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」と
意
気
込
み

を
述
べ
て
い
る
。

配電課

曽禰 和彦さん
そ ね

配電課 副長

竹田 雄介さん

安芸の宮島、経年設備改修で
文化財を保護

コウノトリ、電柱で子育て

▲

高所作業車を用いて
ヒナを安全に捕獲した

▲ ヘリコプターを用いることで工期を大幅に短縮し早期復旧した

２
０
２
２
年
１２
月
に
広
島
県
三
次
市
の
山
中
で
雪
害

が
発
生
し
、鉄
柱
が
次
々
と
倒
壊
し
た
。迅
速
な
復
旧
が

求
め
ら
れ
た
た
め
、東
広
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
電
柱
に
建

て
替
え
る
方
針
を
決
め
た
。

陸
路
で
資
機
材
を
運
び
作
業
員
が
現
場
で
組
み
立
て

る
従
来
方
式
と
比
べ
て
工
事
期
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き

る
も
の
の
、ほ
と
ん
ど
前
例
が
な
く
難
易
度
は
高
か
っ

た
。ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
る
作
業
の
安
全
を
最
大
限
確

保
す
る
た
め
、視
界
を
遮
る
樹
木
の
伐
採
や
作
業
場
所

近
傍
へ
電
柱
を
仮
置
き
し
て
お
く
た
め
の
作
業
場
確
保

な
ど
、入
念
な
事
前
準
備
も
必
要
だ
っ
た
。当
日
は
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
強
烈
な
風
が
吹
き
下
ろ
す
中
、地
上
の

作
業
員
と
息
を
合
わ
せ
、わ
ず
か
直
径
６０
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
掘
削
穴
へ
次
々
と
電
柱
を
は
め
込
む
こ
と
に
成
功

し
た
。

工
事
の
設
計
施
工
管
理
を
務
め
た
配
電
運
営
課
の

爾
摩
建
樹
担
当
副
長
は「
前
例
が
少
な
く
苦
労
し
た

が
、な
ん
と
か
最
短
の
工
期
で
復
旧
で
き
た
」と
胸
を
張

る
。迅
速
な
復
旧
業
務
の
選
択
肢
と
し
て
、新
た
な
手

法
を
増
や
し
た
形
だ
。

イ
ン
フ
ラ
点
検
な
ど
で
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
先
が
広
が
っ
て
い
る
。三
次
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
も
２
０
１
９
年
に

導
入
。送
電
鉄
塔
に
取
り
付
け
ら
れ
た

２
０
２
２
年
１２
月
下
旬
、大
雪
に
見

舞
わ
れ
た
広
島
県
の
山
間
部
で
多
く

の
樹
木
が
倒
れ
て
停
電
が
発
生
し
た
。

広
島
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
た

だ
ち
に
復
旧
体
制
を
整
え
て
出
動
。最

終
的
に
広
範
囲
で
４
０
０
カ
所
の
倒

木
が
見
つ
か
っ
た
。

折
れ
曲
が
っ
て
電
線
と
接
触
し
た
樹

木
は
切
断
し
に
く
い
。足
元
は
積
雪
で

送電課

沖藤 匠さん
送電課

植田 蓮人さん

▲ 中国NWと協力会社が一体となり、早期復旧に取り組んでいる

▲ 文化財保護法をはじめとした各種の法令を遵守しながら引込線を張替えた

航
空
障
害
灯
の
点
灯
状
況
や
樹
木
の

伐
採
状
況
を
確
認
す
る
ほ
か
、停
電
事

故
の
現
場
調
査
に
用
い
て
い
る
。

従
来
の
点
検
作
業
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

コ
ー
プ
や
双
眼
鏡
を
使
用
し
て
い
た
。

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て「
作

業
が
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、映
像
を

複
数
人
で
共
有
し
検
証
す
る
こ
と
で

正
確
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
って
い
る
」

と
、ド
ロ
ー
ン
の
社
内
操
縦
免
許
を
持

つ
送
電
課
の
沖
藤
匠
さ
ん
は
話
す
。

過
去
に
は
停
電
の
原
因
を
調
査
す

る
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
こ
と
で
、

地
上
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
要
因

が
見
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。鳥
の
フ
ン

が
碍
子
に
付
着
し
た
こ
と
が
原
因
だ
と
判

明
し
た
か
ら
だ
。

現
在
も
現
場
へ
行
く
際
は
積
極
的
に
ド

ロ
ー
ン
を
携
行
し
、新
た
な
活
用
方
法
を

日
々
模
索
し
て
い
る
。さ
ら
に
適
用
範
囲
を

広
げ
る
た
め
、新
た
に
免
許
の
取
得
に
励
む

社
員
も
多
い
。送
電
課
の
植
田
蓮
人
さ
ん

は「ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
し
飛
行
訓
練
を

行
っ
て
い
る
」と
説
明
し
、業
務
の
効
率
化

に
貢
献
し
た
い
考
え
だ
。

配電保修課 副長

大石 高則さん
配電保修課 担当副長

湯浅 直義さん

バ
ラ
ン
ス
も
悪
く
、作
業
は
難
航
し
た
。

復
旧
計
画
の
策
定
を
担
っ
た
配
電
保

修
課
の
大
石
高
則
副
長
は「
現
場
が

止
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、変
化
す
る

状
況
に
応
じ
て
常
に
計
画
を
見
直
し
、

限
ら
れ
た
時
間
と
人
員
で
効
率
的
に

作
業
を
進
め
る
こ
と
に
苦
労
し
た
」と

打
ち
明
け
る
。臨
機
応
変
に
見
直
し
た

計
画
と
現
場
作
業
者
の
尽
力
に
よ
り
、

住
民
が
生
活
す
る
エ
リ
ア
は
数
日
で
送

電
を
再
開
。そ
の
ほ
か
の
地
域
も
１
カ

月
ほ
ど
で
作
業
を
終
え
た
。

復
旧
計
画
の
策
定
に
関
わ
っ
た
湯
浅

直
義
担
当
副
長
は「
作
業
に
当
た
っ
て

頂
い
た
工
事
会
社
の
皆
さ
ん
と
当
社

社
員
が
力
を
合
わ
せ
て
復
旧
で
き
た
」

と
し
、作
業
関
係
者
に
感
謝
の
意
を
表

し
た
。

▲

植田さん(左）の飛行操作を
有資格者の沖藤さんが指導

広島県内のNWCは電力の安定供給だ
けでなく、地域と共に歩む様々な対応を
行っている。NWCの地域への貢献や自然
との共生に関する取り組みを紹介する。

▲ 電線を地中化して景観に配慮する

港町「鞆の浦」は難工事も

各種法令を遵守した引込線張替えを実施

巣立ちの日まで、見守り

地域と共に歩む

配電運営課 担当副長

新見 啓介さん
配電運営課

瀧口 慧士さん

配電運営課 担当副長

爾摩 建樹さん
に ま

ド
ロ
ー
ン
で
点
検
、拡
大
中

三
次
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

雪
害
、膨
大
な

倒
木
に
挑
む

広
島
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

山間部で倒壊した鉄柱、ヘリで復旧
東広島ネットワークセンター

廿日市ネットワークセンター

福山ネットワークセンター 尾道ネットワークセンター
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